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(57)【要約】
【課題】印刷ジョブの実行に伴う印刷メディアの未印刷
領域の量であるロスを特定することが困難であった。
【解決手段】複数のプリンターから、プリンターでの印
刷に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われ
た印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履
歴情報を取得する履歴情報取得部と、履歴情報に基づい
て、印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得
するロス情報取得部と、表示部において、印刷メディア
毎にロス情報を出力させる出力制御部と、を備える情報
処理装置を構成する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のプリンターから、前記プリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と
、印刷が行われた前記印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報を取得
する履歴情報取得部と、
　前記履歴情報に基づいて、前記印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得する
ロス情報取得部と、
　表示部において、前記印刷メディア毎に前記ロス情報を出力させる出力制御部と、
を備える情報処理装置。
【請求項２】
　前記ロス情報取得部は、
　　前記未印刷領域のコストに関する情報を算出し、前記ロス情報として取得する、
請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記ロス情報取得部は、
　　前記印刷メディアの使用量と前記印刷メディアにおける印刷領域の大きさとの差分に
対して前記印刷メディアの単位量あたりの価格を乗じて得られる未印刷ロスコストを含む
前記コストを算出する、
請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記履歴情報には、前記印刷メディア毎のエラーの履歴が含まれ、
　前記ロス情報取得部は、
　　前記エラーによって印刷不可能であった前記印刷メディアの使用量に対して前記印刷
メディアの単位量あたりの価格を乗じて得られる廃棄ロスコストと前記未印刷ロスコスト
との和を含む前記コストを算出する、
請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記履歴情報には、前記印刷メディア毎のエラーの履歴として、印刷が実行されたもの
の印刷成果物としての基準を満たさなかった場合の履歴が含まれ、
　前記ロス情報取得部は、
　　前記エラーによって前記基準を満たさなかった前記印刷メディアの使用量に対して前
記印刷メディアの単位量あたりの価格を乗じて得られる廃棄ロスコストと前記未印刷ロス
コストとの和を含む前記コストを算出する、
請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記ロス情報取得部は、
　　前記印刷メディアの使用量と前記印刷メディアにおける印刷領域の大きさとの差分を
前記印刷メディアの使用量で除して得られるロス発生率を含む前記ロス情報を取得する、
請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　コンピューターを、
　複数のプリンターから、前記プリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と
、印刷が行われた前記印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報を取得
する履歴情報取得部、
　前記履歴情報に基づいて、前記印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得する
ロス情報取得部、
　表示部において、前記印刷メディア毎に前記ロス情報を出力させる出力制御部、
として機能させる情報処理プログラム。
【請求項８】
　　表示部と制御部とを備える情報処理端末であって、
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　前記制御部は、
　　複数のプリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた前
記印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報に基づいて取得された、前
記印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を、前記印刷メディア毎に前記表示部に出
力させる、
情報処理端末。
【請求項９】
　複数のプリンターから、前記プリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と
、印刷が行われた前記印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報を取得
し、
　前記履歴情報に基づいて、前記印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得し、
　表示部において、前記印刷メディア毎に前記ロス情報を出力させる、
情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報処理装置、情報処理プログラム、情報処理端末および情報処理方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、印刷物を商材とする業態における利益を見積もる作業または処理を支援する情報
処理装置が知られている。特許文献１には、印刷にかかるコストのうち印刷メディア（印
刷媒体）の媒体価格および消費量に着目して印刷ジョブのコストを算出し、当該印刷ジョ
ブを所定時間実行することで得られる利益の指標値を算出する情報処理装置が開示されて
いる。このような指標値は、受注時の価格設定に活用されることが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１９－５３３４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の従来技術においては、印刷ジョブの実行に伴う印刷メデイア毎の未印刷領域の量
であるロスを特定することが困難であった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するための情報処理装置は、複数のプリンターから、プリンターでの印
刷に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域
の大きさと、を示す履歴情報を取得する履歴情報取得部と、履歴情報に基づいて、印刷メ
ディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得するロス情報取得部と、表示部において、印
刷メディア毎にロス情報を出力させる出力制御部と、を備える。
【０００６】
　上記課題を解決するための情報処理プログラムは、コンピューターを、複数のプリンタ
ーから、プリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた印刷
メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報を取得する履歴情報取得部、履歴
情報に基づいて、印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を取得するロス情報取得部
、表示部において、印刷メディア毎にロス情報を出力させる出力制御部、として機能させ
る。
【０００７】
　上記課題を解決するための情報処理端末は、表示部と制御部とを備える情報処理端末で
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あって、制御部は、複数のプリンターでの印刷に使用された印刷メディアの使用量と、印
刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴情報に基づいて取得
された、印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報を、印刷メディア毎に表示部に出力
させる。
【０００８】
　上記課題を解決するための情報処理方法は、複数のプリンターから、プリンターでの印
刷に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域
の大きさと、を示す履歴情報を取得し、履歴情報に基づいて、印刷メディア毎の未印刷領
域を示すロス情報を取得し、表示部において、印刷メディア毎にロス情報を出力させる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】情報処理装置を含む情報収集システムを示すブロック図。
【図２】プリンターの構成を示すブロック図。
【図３】履歴情報を示す図。
【図４】印刷メディア設定情報に含まれる情報を説明するための図。
【図５】仲介装置の構成を示すブロック図。
【図６】情報処理装置の構成を示すブロック図。
【図７】情報処理端末の構成を示すブロック図。
【図８】統計情報の表示例を示す図。
【図９】履歴情報送信処理のフローチャート。
【図１０】情報出力処理のフローチャート。
【図１１】統計情報の表示例を示す図。
【図１２】統計情報の表示例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　ここでは、下記の順序に従って本発明の実施の形態について説明する。
（１）システム構成：
（１－１）プリンターの構成：
（１－２）仲介装置の構成：
（１－３）情報処理装置の構成：
（１－４）情報処理端末の構成：
（２）履歴情報送信処理：
（３）情報出力処理：
（４）他の実施形態：
【００１１】
　（１）システム構成：
  図１は、情報処理装置を含む情報収集システムの一例を模式的に示す図である。情報収
集システム１は、情報処理装置１０，情報処理端末２０，プリンター３０，仲介装置４０
を備える。本実施形態において、情報処理装置１０，情報処理端末２０，仲介装置４０は
、インターネットＮＴを介して互いに通信することが可能である。
【００１２】
　本実施形態において、情報処理装置１０は、プリンター３０によって印刷が行われた履
歴を示す履歴情報を収集し、記録する。仲介装置４０は、複数のプリンター３０に接続さ
れており、各プリンター３０で収集された履歴情報を取得し、インターネットＮＴを介し
て情報処理装置１０に対して送信する。仲介装置４０やプリンター３０の台数は限定され
ず、異なる施設に設置されたプリンター３０のそれぞれから異なる仲介装置４０が履歴情
報を収集してもよい。
【００１３】
　本実施形態において、情報処理装置１０は、既定のトリガー毎（例えば、一定時間毎、
情報送信要求の発生毎等）に履歴情報を統計して、後述するロス情報を含む統計情報を取
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得する。情報処理端末２０は、情報処理装置１０で生成された統計情報を閲覧することが
可能なタブレット端末等の端末である。すなわち、情報処理端末２０の利用者が、情報処
理端末２０を操作して統計情報の閲覧要求を行うと、情報処理装置１０から統計情報が送
信される。情報処理端末２０は、統計情報を受信し、表示部に表示させる。図７は、表示
部に表示される画面の例を示している（詳細は後述）。
【００１４】
　（１－１）プリンターの構成：
  図２は、プリンター３０の構成を示すブロック図である。プリンター３０は、プロセッ
サー３０ａと、通信部３０ｂと、不揮発性メモリー３０ｃと、印刷部３０ｄと、ＵＩ部３
０ｅと、を備える。プロセッサー３０ａは、図示しないＣＰＵやＲＯＭやＲＡＭ等を備え
、不揮発性メモリー３０ｃに記録された種々のプログラムを実行しプリンター３０の各部
を制御することができる。なお、プロセッサー３０ａは、単一のチップで構成されていて
も良いし、複数のチップで構成されていても良い。また、例えばＣＰＵに変えてＡＳＩＣ
が採用されても良いし、ＣＰＵとＡＳＩＣとが協働する構成であっても良い。
【００１５】
　通信部３０ｂは、外部機器と有線または無線の各種の通信プロトコルに従って通信する
ための通信インターフェースを含む。また、通信部３０ｂは、プリンター３０に装着され
た各種のリムーバブルメモリーと通信するためのインターフェースを含む。プリンター３
０は、当該通信部３０ｂを介して仲介装置４０と通信することが可能である。
【００１６】
　印刷部３０ｄは、本実施形態においては、インクジェット方式や電子写真方式等の各種
の印刷方式で各種の印刷媒体に印刷を実行するためのアクチュエーターや各種装置、セン
サー３０ｄ１、駆動回路、機械部品等を備えている。センサー３０ｄ１は、プリンター３
０において変化し得る各種の検出対象を検出するセンサーを含む。具体的には、本実施形
態おいてセンサー３０ｄ１には、温度センサー、湿度センサー、気圧センサーが含まれる
。プリンター３０は、温度センサー、湿度センサー、気圧センサーによって、プリンター
３０が設置された場所の温度、湿度、気圧を検出することができる。これらのセンサーは
一例であり、他のセンサーによって他の検出対象が検出されてもよいし、センサーの少な
くとも一部が省略されてもよい。
【００１７】
　ＵＩ部３０ｅは、タッチパネルディスプレイや各種のキーやスイッチ等を含む。タッチ
パネルディスプレイは、プロセッサー３０ａの制御に基づいて様々な情報を表示する表示
パネルと、当該表示パネルに重ねられたタッチ検出パネルとを備え、人の指等によるタッ
チ操作を検出する。プロセッサー３０ａは、ＵＩ部３０ｅを介して利用者の操作内容を取
得することができる。また、プロセッサー３０ａは、ＵＩ部３０ｅのディスプレイに各種
の情報を表示し利用者に通知することができる。
【００１８】
　本実施形態においては、利用者がＵＩ部３０ｅを操作することにより、各種の設定を行
うことが可能である。例えば、利用者は、印刷に使用される印刷メディアの名称を指定す
ることが可能であり、当該印刷メディアを使用して実行される印刷の際のアクチュエータ
ーの状態を設定可能である。例えば、プリンター３０が印刷後のインクを乾燥させるため
のヒーターを備えている場合、ヒーター温度（目標温度）を設定可能である。
【００１９】
　プリンター３０が備えるアクチュエーターにおいても、各種の設定が可能である。例え
ば、印刷メディアとキャリッジとの距離を調整するプラテンギャップの調整が可能である
場合、当該距離に対応した調整値を設定可能である。また、ロール紙等のように巻いてあ
る状態の印刷メディアをプリンター３０が用いる場合は、印刷メディアに作用する張力（
メディアテンション）を調整可能である。これらの各種の調整は、公知の各種の機構によ
って実現可能であり、利用者は、ＵＩ部３０ｅに対する操作によって各種の設定を行うこ
とができる。
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【００２０】
　むろん、各種の設定は、少なくとも一部が自動的に行われてもよい。例えば、印刷メデ
ィア名が設定されると、他の設定項目に対しては自動的に印刷メディアに合わせた設定値
が設定される構成であってもよい。この場合においても、任意の項目の設定が変更可能で
あってよい。プリンター３０は、プリンター３０に接続された記録メディアから文書や画
像データ等を読み出して印刷ジョブを実行してもよいし、プリンター３０に接続されたコ
ンピューターから指示された印刷ジョブを実行してもよい。後者であれば、各種の設定は
コンピューターで実行されるプリンタードライバーによって特定されてもよい。
【００２１】
　本実施形態においてプリンター３０は、印刷業者が有する施設内に複数台設置され、印
刷業者が受注した各種の印刷依頼に応じて並行して印刷が実施され得る。また、印刷業者
は複数の施設を所有し得るとともに、各施設に複数台にプリンター３０が設置され得る。
さらに、異なる複数の印刷業者が各印刷業者の施設内で複数のプリンター３０を稼働させ
得る。また、本実施形態では、プリンター３０は、ロール紙等のように巻いてある状態の
印刷メディアを用いる。
【００２２】
　本実施形態において、各プリンター３０は、印刷ジョブを実行すると、印刷の履歴を示
す履歴情報を生成し、仲介装置４０に対して送信する。このために、本実施形態において
は、図示しない履歴情報送信プログラムが記録されており、印刷ジョブが実行されると、
プロセッサー３０ａは、当該履歴情報送信プログラムに従って送信処理を実行する。
【００２３】
　図３は、プリンター３０から送信される履歴情報ＨＩの例を示す図である。本実施形態
において履歴情報ＨＩは、印刷ジョブ毎に生成される。履歴情報ＨＩには、ジョブ情報、
エラー情報、印刷メディア設定情報、設置環境情報が含まれている。ジョブ情報は、印刷
ジョブを識別するための情報であり、本実施形態においては印刷ジョブを識別するジョブ
ＩＤである。プロセッサー３０ａは、予め決められた規則に基づいてジョブＩＤを特定し
、履歴情報ＨＩに含める。むろんジョブ情報は他の態様の情報、例えば、印刷ジョブの実
行日時等であってもよい。
【００２４】
　エラー情報は、印刷ジョブの過程で発生したエラーの種類を示す情報であって印刷メデ
ィア毎のエラーの履歴を示す情報である。プロセッサー３０ａは、印刷ジョブの終了を検
知可能（例えば、既定量の印刷後に既定量の印刷メディアの搬送が実行されたことを検知
する等）である。また、印刷の過程でプリンター３０においてエラーが発生した場合、プ
ロセッサー３０ａは、エラーの発生を検出し、その種類を特定可能である。すなわち、エ
ラーの態様は予め決められており、印刷メディアの搬送停止やインク吐出の不具合など、
エラーの態様毎に予めエラーＩＤが付与されている。プロセッサー３０ａは、各種の態様
のエラーが発生したことを検出可能であり、検出されたエラーの態様に対応したエラーＩ
Ｄを特定し、履歴情報ＨＩに含める。
【００２５】
　印刷メディア設定情報は、印刷メディアの設定に関する情報であり、ＵＩ部３０ｅに対
する操作等で設定された印刷メディアに関する設定を示している。具体的には、本実施形
態においては、印刷メディア名、印刷メディア搬送量、印刷メディア残量、印刷メディア
幅、印刷領域の大きさ、ヒーター温度設定、メカパラメーターが印刷メディア設定情報に
含まれる。
【００２６】
　図４は、印刷メディア設定情報に含まれる情報である、印刷メディア搬送量および印刷
メディア幅と、印刷領域の大きさを説明するための図である。図４には、ロールＲに巻か
れている状態の印刷メディアＭＤが示されている。矢印ＡＷは、印刷メディアＭＤがロー
ルＲから巻き出される方向、すなわち印刷メディアＭＤの搬送方向を示している。図４を
用いて説明すると、印刷メディア搬送量は、印刷メディアＭＤが矢印ＡＷの方向に巻き出
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された長さのことであり、印刷メディアＭＤを搬送するロール（例えば、ロールＲやニッ
プロール）の回転量によって特定される。印刷メディア幅は、矢印ＡＷの方向と直交する
方向の印刷メディアの長さＷＤのことである。印刷領域は、印刷対象となった印刷データ
が印刷メディアＭＤに印刷された際に占める矩形領域のことであり、図４においては、破
線の矩形領域ＡＲとして示されている。印刷領域の大きさとは、矩形領域ＡＲの面積のこ
とである。未印刷領域とは、印刷メディアＭＤのうち印刷領域以外の領域のことである。
【００２７】
　すなわち、印刷ジョブが実行されると、プロセッサー３０ａは、設定された印刷メディ
ア名を特定し、履歴情報ＨＩに含める。また、プロセッサー３０ａは、印刷ジョブによる
印刷で搬送された印刷メディアの搬送量（搬送方向の長さ）を特定し、印刷メディア搬送
量として取得する。なお、印刷メディアの搬送量は、センサーによって検出されてもよい
し、搬送ローラーの回転量等によって検出されてもよいし、種々の態様であってよい。エ
ラーによって印刷が停止した場合に未印刷領域を使用していない領域とみなすためには、
センサーや搬送ローラーの回転量など、実際の搬送量が特定可能な態様が採用されること
が好ましい。
【００２８】
　さらに、プロセッサー３０ａは、印刷ジョブ開始前の印刷メディア残量から印刷メディ
ア搬送量を減じることで印刷メディア残量を特定し、履歴情報ＨＩに含める。なお、印刷
ジョブ開始前の印刷メディア残量は、不揮発性メモリー３０ｃに記録されており、プリン
ター３０に対する印刷メディアの蓄積開始後、初めての印刷の場合、印刷メディア残量は
初期蓄積量である。むろん、印刷メディア残量の単位は任意であり長さ以外にも種々の単
位、例えば、百分率等で表されてもよい。また、印刷メディア残量センサーによって印刷
メディアの残量が特定されてもよい。
【００２９】
　さらに、プロセッサー３０ａは、使用された印刷メディアの印刷メディア幅（搬送方向
と直交する方向の長さ）を特定し、履歴情報ＨＩに含める。印刷メディア幅は、種々の手
法で特定されてよい。例えば、印刷メディア名に対して予め印刷メディア幅が対応づけら
れて、不揮発性メモリー３０ｃに記録されており、プロセッサー３０ａが当該印刷メディ
ア幅を取得する構成を採用可能である。また、センサー等によって印刷メディア幅が検出
されてもよい。
【００３０】
　さらに、プロセッサー３０ａは、印刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域の大き
さを特定し、履歴情報ＨＩに含める。本実施形態では、印刷領域の大きさとは、面積のこ
とである。印刷領域の大きさは、種々の手法で特定されてよい。例えば、印刷対象となっ
た印刷データの画像サイズと、印刷に適用された解像度の値と、に基づいて、プロセッサ
ー３０ａが当該印刷領域の大きさを取得する構成を採用可能である。また、印刷データが
印刷された印刷メディアである印刷成果物全体のうち印刷領域が占める領域の割合から印
刷領域の大きさが特定されてもよい。
【００３１】
　さらに、プロセッサー３０ａは、印刷後のインクを乾燥させるためのヒーターに対する
設定温度を特定し、履歴情報ＨＩに含める。さらに、プロセッサー３０ａは、プリンター
３０の機構のメカパラメーター（メディアテンション、プラテンギャップ、印刷メディア
送り量、乾燥時間等）を特定し、履歴情報ＨＩに含める。
【００３２】
　設置環境情報は、印刷メディアに影響を与え得る環境に関する情報であり、プロセッサ
ー３０ａは、センサー３０ｄ１に含まれる温度センサー、湿度センサー、気圧センサーの
検出値を取得する。そして、温度、湿度、気圧の検出値を履歴情報ＨＩに含める。プロセ
ッサー３０ａは、印刷ジョブが終了すると、または、エラーによって中断すると、以上の
ような履歴情報ＨＩを生成する。さらに、プロセッサー３０ａは、通信部３０ｂを介して
、当該履歴情報ＨＩを仲介装置４０に対して送信する。
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【００３３】
　（１－２）仲介装置の構成：
  図５は、仲介装置４０の構成を示すブロック図である。仲介装置４０は、プロセッサー
４０ａと、通信部４０ｂと、不揮発性メモリー４０ｃと、を備える。プロセッサー４０ａ
は、図示しないＣＰＵやＲＯＭやＲＡＭ等を備え、不揮発性メモリー４０ｃに記録された
種々のプログラムを実行し仲介装置４０の各部を制御することができる。なお、プロセッ
サー４０ａは、単一のチップで構成されていても良いし、複数のチップで構成されていて
も良い。また、例えばＣＰＵに変えてＡＳＩＣが採用されても良いし、ＣＰＵとＡＳＩＣ
とが協働する構成であっても良い。
【００３４】
　通信部４０ｂは、外部機器と有線または無線の各種の通信プロトコルに従って通信する
ための通信インターフェースを含む。仲介装置４０は、当該通信部４０ｂを介してプリン
ター３０および情報処理装置１０と通信することが可能である。本実施形態においてプロ
セッサー４０ａは、不揮発性メモリー４０ｃに記録された図示しない情報仲介プログラム
を実行する。当該情報仲介プログラムが実行されると、プロセッサー４０ａは、履歴情報
ＨＩの送信要求がプリンター３０から出力されることを待機する。送信要求が行われると
、プロセッサー４０ａは、要求を行ったプリンター３０から通信部４０ｂを介して履歴情
報ＨＩを取得し、不揮発性メモリー４０ｃに記録する。
【００３５】
　さらに、プロセッサー４０ａは、通信部４０ｂを介して、履歴情報ＨＩを情報処理装置
１０に送信する。この結果、情報処理装置１０は、履歴情報ＨＩを蓄積する。なお、履歴
情報ＨＩの送信タイミングは種々のタイミングであってよく、一定期間毎等であってもよ
い。また、仲介装置４０からプリンター３０に履歴情報ＨＩの送信要求を行い、プリンタ
ー３０が当該送信要求に応じて履歴情報ＨＩを送信する構成等であってもよい。
【００３６】
　（１－３）情報処理装置の構成：
  図６は、情報処理装置１０の構成を示すブロック図である。情報処理装置１０は、プロ
セッサー１０ａと、通信部１０ｂと、不揮発性メモリー１０ｃと、を備える。プロセッサ
ー１０ａは、図示しないＣＰＵやＲＯＭやＲＡＭ等を備え、不揮発性メモリー１０ｃに記
録された種々のプログラムを実行し情報処理装置１０の各部を制御することができる。な
お、プロセッサー１０ａは、単一のチップで構成されていても良いし、複数のチップで構
成されていても良い。また、例えばＣＰＵに変えてＡＳＩＣが採用されても良いし、ＣＰ
ＵとＡＳＩＣとが協働する構成であっても良い。
【００３７】
　通信部１０ｂは、外部機器と有線または無線の各種の通信プロトコルに従って通信する
ための通信インターフェースを含む。情報処理装置１０は、当該通信部１０ｂを介して仲
介装置４０および情報処理端末２０と通信することが可能である。履歴情報ＨＩは、仲介
装置４０によって複数のプリンター３０から収集され、情報処理装置１０に送信されるこ
とによって情報処理装置１０に記録される。情報処理装置１０は、当該履歴情報ＨＩを解
析することによってプリンター３０に関連する種々の分析を行うことができる。
【００３８】
　本実施形態においては、当該解析により、プリンター３０で使用される印刷メディアの
選定を支援するためのロス情報ＬＩを含む統計情報ＳＩを取得する。このためにプロセッ
サー１０ａは、不揮発性メモリー１０ｃに記録された図示しない情報処理プログラムを実
行する。情報処理プログラムが実行されると、プロセッサー１０ａは、履歴情報取得部１
０ａ１，ロス情報取得部１０ａ２，出力制御部１０ａ３として機能する。
【００３９】
　履歴情報取得部１０ａ１は、複数のプリンター３０から、プリンター３０での印刷に使
用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域の大き
さと、を示す履歴情報ＨＩを取得する機能である。ここでいう印刷メディアの使用量を示
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す履歴情報とは、印刷メディア搬送量と、印刷メディア幅と、のことである。プロセッサ
ー１０ａは、履歴情報取得部１０ａ１の機能により、通信部１０ｂを介して、履歴情報Ｈ
Ｉを仲介装置４０から受信する。履歴情報ＨＩが取得されると、プロセッサー１０ａは、
履歴情報取得部１０ａ１の機能により、当該履歴情報ＨＩを不揮発性メモリー１０ｃに記
録する。なお、履歴情報ＨＩの収集タイミングは種々のタイミングであってよく、一定期
間毎等であってもよい。また、仲介装置４０、情報処理装置１０のいずれか一方から履歴
情報ＨＩの送信要求を行い、当該送信要求に応じて履歴情報ＨＩの授受のための通信が行
われる構成等であってもよい。
【００４０】
　ロス情報取得部１０ａ２は、履歴情報ＨＩに基づいて、印刷メディア毎の未印刷領域を
示すロス情報ＬＩを取得する機能である。プロセッサー１０ａは、ロス情報取得部１０ａ
２の機能により、予め決められたトリガー毎（例えば、一定期間毎、ロス情報要求時等）
に履歴情報ＨＩに基づいてロス情報ＬＩを取得する。すなわち、プロセッサー１０ａは、
ロス情報取得部１０ａ２の機能により、不揮発性メモリー１０ｃに記録された履歴情報Ｈ
Ｉに含まれる印刷メディア設定情報を参照し、印刷に使用された印刷メディア使用量（印
刷メディア搬送量および印刷メディア幅）を示す情報と、当該印刷における印刷領域の大
きさを示す情報と、を印刷メディア毎に取得する。プロセッサー１０ａは、これら取得し
た情報を当該印刷メディア名に対応づける。本実施形態では、印刷メディア毎の、印刷メ
ディア搬送量および印刷メディア幅と、印刷領域の大きさと、を印刷メディア毎の未印刷
領域を間接的に示すロス情報ＬＩとして取得する。他の実施形態では、プロセッサー１０
ａは、印刷メディア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値から、印刷領域の大きさ（面積）
を示す値を引くことによって取得される値を、印刷メディア毎の未印刷領域を直接的に示
す情報として、上述したロス情報ＬＩに含んで取得してもよい。
【００４１】
　また、本実施形態において、プロセッサー１０ａは、履歴情報ＨＩに基づいて、ジョブ
実行数、エラー実行数、エラーの発生率を算出する。すなわち、プロセッサー１０ａは、
同一の印刷メディア名の印刷メディアが使用された印刷ジョブの数（同一の印刷メディア
名の印刷メディアに対応づけられたジョブＩＤの数）をカウントしてジョブ実行数とする
。プロセッサー１０ａは、当該ジョブ実行数を当該印刷メディア名に対応づける。
【００４２】
　また、プロセッサー１０ａは、同一の印刷メディア名の印刷メディアに対応づけられた
エラーＩＤの数をカウントしてエラー数とする。プロセッサー１０ａは、当該エラー数を
当該印刷メディア名に対応づける。さらに、プロセッサー１０ａは、エラー数をジョブ実
行数で除した値をエラーの発生率として取得する。プロセッサー１０ａは、当該エラーの
発生率を当該印刷メディア名に対応づける。プロセッサー１０ａは、履歴情報ＨＩから同
一の印刷メディア名毎に対応づけられたロス情報ＬＩに対して、さらに、ジョブ実行数と
、エラー数と、エラーの発生率とを対応づけて統計情報ＳＩとし、不揮発性メモリー１０
ｃに記録する。
【００４３】
　出力制御部１０ａ３は、表示部において、印刷メディア毎にロス情報を出力させる機能
である。プロセッサー１０ａは、出力制御部１０ａ３の機能により、情報処理端末２０か
らの統計情報の送信要求に応じ、通信部１０ｂを介して統計情報ＳＩを情報処理端末２０
に送信する。この結果、情報処理端末２０が備える表示部２０ｄにロス情報ＬＩを含む統
計情報ＳＩが出力（表示）される。
【００４４】
　（１－４）情報処理端末の構成：
  図７は、情報処理端末２０の構成を示すブロック図である。情報処理端末２０は、プロ
セッサー２０ａと、通信部２０ｂと、不揮発性メモリー２０ｃと、表示部２０ｄと、を備
える。プロセッサー２０ａは、図示しないＣＰＵやＲＯＭやＲＡＭ等を備え、不揮発性メ
モリー２０ｃに記録された種々のプログラムを実行し情報処理端末２０の各部を制御する
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ことができる。なお、プロセッサー２０ａは、単一のチップで構成されていても良いし、
複数のチップで構成されていても良い。また、例えばＣＰＵに変えてＡＳＩＣが採用され
ても良いし、ＣＰＵとＡＳＩＣとが協働する構成であっても良い。
【００４５】
　通信部２０ｂは、外部機器と有線または無線の各種の通信プロトコルに従って通信する
ための通信インターフェースを含む。情報処理端末２０は、当該通信部２０ｂを介して情
報処理装置１０と通信することが可能である。表示部２０ｄは、任意の画像を表示するデ
ィスプレイであり、本実施形態にかかる表示部２０ｄは入力部としてのタッチパネルを備
えている。従って、プロセッサー１０ａは、表示部２０ｄのタッチパネルに対する操作に
応じた入力内容を取得することができる。
【００４６】
　本実施形態においてプロセッサー２０ａは、不揮発性メモリー２０ｃに記録された図示
しない情報処理プログラムを実行する。情報処理プログラムが実行されると、プロセッサ
ー２０ａは、制御部２０ａ１として機能する。制御部２０ａ１は、不揮発性メモリー２０
ｃに記録された統計情報ＳＩを、印刷メディア毎に表示部に出力させる機能である。
【００４７】
　本実施形態において情報処理端末２０の利用者は、表示部２０ｄのタッチパネルに対す
る操作等によって統計情報ＳＩの表示の開始を指示する。プロセッサー２０ａが制御部２
０ａ１の機能により当該指示を受け付けると、プロセッサー２０ａは制御部２０ａ１の機
能により通信部２０ｂを介して統計情報ＳＩの送信要求を出力する。当該送信要求に応じ
て情報処理装置１０が統計情報ＳＩを送信すると、プロセッサー２０ａは、制御部２０ａ
１の機能により通信部２０ｂを介して統計情報ＳＩを受信し、不揮発性メモリー２０ｃに
記録する。
【００４８】
　そして、プロセッサー２０ａは、制御部２０ａ１の機能により、ロス情報ＬＩを含む統
計情報ＳＩを表示部２０ｄに表示させる。図８は、表示部２０ｄにおける統計情報ＳＩの
表示例を示す図である。図８に示す表示例においては、下部に印刷メディア名毎に各種の
情報が一覧表に示されている。また、上部に印刷メディア名毎の情報がグラフによって示
されている。
【００４９】
　具体的には、図８に示す一覧表においては最も左の列に印刷メディア名が示されている
。また、印刷メディア名より右の列においては、印刷領域、印刷メディア搬送量、印刷メ
ディア幅、ジョブ実行数、エラー数、エラー発生率、印刷メディアジャムが示されている
。すなわち、プロセッサー２０ａは、表示部２０ｄを制御し、統計情報ＳＩを参照し、各
印刷メディア名に対応づけられた印刷領域、印刷メディア搬送量、印刷メディア幅、ジョ
ブ実行数、エラー数、エラー発生率の数値を一覧表に表示させる。さらに、プロセッサー
２０ａは、統計情報ＳＩから、印刷メディア名毎に特定のエラーの種類の発生数（図８に
示す例においては印刷メディアジャムの発生数）を取得する。プロセッサー２０ａは、表
示部２０ｄを制御し、印刷メディアジャムを一覧表に表示させる。
【００５０】
　さらに、プロセッサー２０ａは、一覧表に表示された情報の１項目についての円グラフ
を生成し、表示部２０ｄを制御して上部に円グラフで表示させる。図８に示す例において
は、印刷メディア名毎の印刷メディア搬送量が円グラフで表示されている。図８に示す例
においては、特定の印刷メディア名についての特定の項目が円グラフの右側に併記される
。すなわち、図８に示す例においては、印刷メディア名が「写真用紙（薄）」という印刷
メディアのエラー数、エラー発生率、印刷メディアジャムの発生数が表示されている。
【００５１】
　なお、印刷メディア名における厚、薄は印刷メディアの厚さが厚い印刷メディア、薄い
印刷メディアを示している。図８に示された一覧表には、５種類の印刷メディアの情報が
示されているが、当該一覧表は、紙面下方向にスクロールすることができ、紙面下方向に
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は別の種類の印刷メディアの情報が示されていてもよい。むろん、別の種類の印刷メディ
アには、印刷メディア幅が３６インチとは異なる長さの印刷メディアが含まれていてもよ
い。図８は、統計情報ＳＩの表示例であり、むろん、統計情報ＳＩに含まれる他の項目が
表示されてもよいし、図８に示す項目の少なくとも一部が表示されなくてもよい。さらに
、統計情報ＳＩに基づいて加工された情報（例えば、特定の種類のエラーの発生率等）が
表示されてもよい。本実施形態では、印刷メディア毎の未印刷領域を間接的に示すロス情
報ＬＩとして、印刷メディア毎の、印刷メディア搬送量および印刷メディア幅（印刷メデ
ィア使用量）と、印刷領域の大きさと、が表示されている。他の実施形態では、印刷メデ
ィア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値から、印刷領域の大きさ（面積）を示す値を引く
ことによって、未印刷領域の大きさ（面積）を示す値を取得し、当該値を印刷メディア毎
の未印刷領域を直接的に示す情報としてロス情報ＬＩに含み、当該ロス情報ＬＩを表示部
２０ｄに表示させてもよい。
【００５２】
　利用者は、表示部２０ｄに対する入力操作によって表示内容を変化させる指示を行うこ
とができ、プロセッサー２０ａは、入力操作に応じた内容に表示内容を変化させる。変化
の態様は種々の態様であってよい。例えば、円グラフとして表示させる表示対象の項目を
変更させることが可能であってよい。より具体的には、利用者が表示部２０ｄに対する入
力操作によって印刷領域を選択することにより、印刷メディア名毎の印刷領域の円グラフ
を表示させる構成等が採用されてもよい。むろん、グラフの態様は円グラフに限定されな
い。さらに、一覧表において、ソートが可能であってよい。例えば、利用者が表示部２０
ｄに対する入力操作によって、ソートの際のキーとなる項目および昇順（または降順）を
指示することで、任意の項目をキーとした一覧表が表示される構成であってもよい。
【００５３】
　以上のような本実施形態によれば、印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報が表示
部に出力される。このため、印刷ジョブの実行に伴う印刷メデイア毎のロスを把握するこ
とによって、利用者は利益を向上させる方策を検討することができる。また、印刷メデイ
ア毎のロスを把握することにより、印刷メディアの在庫が切れるタイミングを予測する精
度が向上されることから、印刷メディアの在庫切れが起こる可能性を低減することができ
る。すなわち、印刷メディアの在庫切れによりプリンターが稼働できない期間が発生しに
くくなることから、印刷メデイア毎のロスを把握することは、プリンターの稼働率向上に
も寄与する。
【００５４】
　（２）履歴情報送信処理：
  図９は、プロセッサー３０ａが実行する履歴情報送信処理を示すフローチャートである
。履歴情報送信処理は、プリンター３０が起動されると実行される。履歴情報送信処理が
実行されると、プロセッサー３０ａは、印刷ジョブが終了したか否か判定する（ステップ
Ｓ１００）。すなわち、プロセッサー３０ａは、印刷ジョブの終了コマンドまで実行し、
各コマンドによる処理が最後まで実施された場合に印刷ジョブが終了したと判定する。
【００５５】
　ステップＳ１００において、印刷ジョブが終了したと判定されない場合、プロセッサー
３０ａは、エラーが発生したか否かを判定する（ステップＳ１０５）。すなわち、プロセ
ッサー３０ａは、印刷ジョブの終了コマンドまでの全ての処理が最後まで実行されずに印
刷が停止した場合、エラーが発生したとみなす。ステップＳ１０５において、エラーが発
生したと判定されない場合、プロセッサー３０ａはステップＳ１００以降の処理を繰り返
す。
【００５６】
　ステップＳ１０５において、エラーが発生したと判定された場合、プロセッサー３０ａ
は、印刷部３０ｄの各部の状態に基づいてエラーの種別を取得する（ステップＳ１１０）
。ステップＳ１００において印刷ジョブが終了したと判定された場合、または、ステップ
Ｓ１１０においてエラー種別が取得された場合、プロセッサー３０ａは、直前に実行開始
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された印刷ジョブに関する履歴情報ＨＩを生成する（ステップＳ１１５）。すなわち、プ
ロセッサー３０ａは、ジョブＩＤを生成し履歴情報ＨＩに対応づける。また、プロセッサ
ー３０ａは、印刷ジョブの実行時の設定を参照し、印刷メディア名、印刷メディア幅、印
刷領域の大きさ、ヒーター温度設定、メカパラメーターを取得し、履歴情報ＨＩに対応づ
ける。
【００５７】
　さらに、プロセッサー３０ａは、印刷ジョブによる印刷で搬送された印刷メディア搬送
量（搬送方向の長さ）に基づいて印刷メディア搬送量を特定する。また、印刷メディア搬
送量に基づいて印刷メディア残量を特定する。プロセッサー３０ａは、印刷メディア搬送
量および印刷メディア残量を履歴情報ＨＩに対応づける。さらに、プロセッサー３０ａは
、センサー３０ｄ１の出力に基づいてプリンター３０の設置環境の温度、湿度、気圧を取
得し、履歴情報ＨＩに対応づける。
【００５８】
　さらに、ステップＳ１１０を経てステップＳ１１５が実行された場合、プロセッサー３
０ａは、さらに、エラー情報を履歴情報ＨＩに対応づける。すなわち、プロセッサー３０
ａは、ステップＳ１１０で取得されたエラーの種別に対応するエラーＩＤを履歴情報ＨＩ
に対応づける。
【００５９】
　次に、プロセッサー３０ａは、履歴情報ＨＩを送信する（ステップＳ１２０）。すなわ
ち、プロセッサー３０ａは、通信部３０ｂを介して仲介装置４０に対して送信要求を出力
する。仲介装置４０から当該送信要求に対する応答があると、プロセッサー３０ａは、通
信部３０ｂを介して履歴情報ＨＩを仲介装置４０に送信する。以後、プロセッサー３０ａ
は、ステップＳ１００以降の処理を繰り返す。なお、仲介装置４０においてプロセッサー
４０ａは、既定のタイミングで通信部４０ｂを介して、履歴情報ＨＩを情報処理装置１０
に送信する。この際、仲介装置４０は、前回、情報処理装置１０に対して履歴情報ＨＩを
送信した後に、新たに取得された履歴情報ＨＩを情報処理装置１０に対して送信する。こ
の結果、情報処理装置１０は、複数のプリンター３０のそれぞれで実行された印刷ジョブ
のそれぞれの履歴情報ＨＩを収集することができる。
【００６０】
　（３）情報出力処理：
  図１０は、プロセッサー１０ａが実行する情報出力処理を示すフローチャートである。
情報出力処理は、履歴情報ＨＩが情報処理装置１０の不揮発性メモリー１０ｃに記録され
ている状態で実行される。情報処理端末２０において、利用者が表示部２０ｄのタッチパ
ネルに対する操作等によって統計情報ＳＩの表示の開始を指示すると、プロセッサー２０
ａは、通信部２０ｂを介して統計情報の送信要求を情報処理装置１０に送信する。
【００６１】
　プロセッサー１０ａは、ロス情報取得部１０ａ２の機能により、当該送信要求を受け付
けたか否か、通信部１０ｂを介して監視する（ステップＳ２００）。ステップＳ２００に
おいて、送信要求を受け付けたと判定された場合、プロセッサー１０ａは、履歴情報ＨＩ
に基づいてロス情報ＬＩを含む統計情報ＳＩを取得する（ステップＳ２０５）。
【００６２】
　すなわち、プロセッサー１０ａは、ロス情報取得部１０ａ２の機能により、不揮発性メ
モリー１０ｃに記録された履歴情報ＨＩに含まれる印刷メディア設定情報を参照し、同一
の印刷メディア名が対応づけられた情報（印刷メディア搬送量および印刷メディア幅と印
刷領域の大きさ）を抽出し、当該印刷メディア名に対応づけられた情報に変換して印刷メ
ディア名毎のロス情報ＬＩを取得する処理を、各印刷メディア名について実施する。さら
に、プロセッサー１０ａは、印刷メディア名毎のジョブ実行数、エラー実行数、エラーの
発生率を算出し、算出した各種情報を印刷メディア名に応じてロス情報ＬＩに対応づける
ことにより、統計情報ＳＩを取得する。
【００６３】
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　次に、プロセッサー１０ａは、出力制御部１０ａ３の機能により、統計情報ＳＩを送信
する（ステップＳ２１０）。すなわち、プロセッサー１０ａは、通信部１０ｂを介して、
統計情報ＳＩを情報処理端末２０に対して送信する。統計情報ＳＩを受信すると、情報処
理端末２０は、プロセッサー２０ａが表示部２０ｄを制御し、統計情報ＳＩを表示する。
この結果、図８に示されるような統計情報ＳＩの表示が行われる。
【００６４】
　（４）他の実施形態：
  以上の実施形態は本発明を実施するための一例であり、他にも種々の実施形態を採用可
能である。例えば、上述の実施形態においては、仲介装置４０が履歴情報を収集して情報
処理装置１０に対して送信する構成であるが、履歴情報は、仲介装置４０を介さずに、プ
リンター３０から直接、情報処理装置１０に対して送信されてもよい。また、上述の実施
形態においては、情報処理装置１０において履歴情報が記録され、ロス情報を含む統計情
報が生成されるが、これらの処理の少なくとも一部が情報処理端末２０で実施されてもよ
い。また、情報処理装置１０が備える表示部において統計情報の表示が行われてもよい。
【００６５】
　さらに、情報処理端末２０の態様はタブレット端末に限定されず、他の可搬型の端末で
あってもよいし、据置型であってもよい。また、情報処理端末２０の機能が情報処理装置
１０や仲介装置４０に組み込まれていてもよい。
【００６６】
　履歴情報取得部は、複数のプリンターから、プリンターでの印刷に使用された印刷メデ
ィアの使用量と、印刷が行われた印刷メディアにおける印刷領域の大きさと、を示す履歴
情報を取得することができればよい。すなわち、履歴情報取得部は、複数のプリンターで
実際に印刷された場合に使用された印刷メディアの使用量と、印刷が行われた印刷メディ
アにおける印刷領域の大きさとを対応づけた履歴情報を取得することができればよい。履
歴情報は、印刷メディア毎のロス（未印刷領域の量）を統計するための基になる情報であ
り、少なくとも未印刷領域の量と印刷メディアとの対応関係を示す情報を含む。印刷メデ
ィアを示す情報の態様は、種々の態様であってよい。例えば、印刷メディアの識別情報（
ＩＤや名称等）が挙げられる。
【００６７】
　印刷メディアは、プリンターで使用され、印刷が行われる対象である。従って、紙に限
定されず、布や各種の樹脂など、印刷可能なあらゆる対象が印刷メディアとなり得る。ま
た、印刷メディアは、印刷メディアの識別情報（ＩＤや名称等）によって定義されてもよ
い。
【００６８】
　印刷メディアは、種々の態様で定義可能である。例えば、印刷メディアの特徴（印刷メ
ディア自体の素材、コート材の種類、厚さ、供給態様等）によって印刷メディアの種類を
分類することで定義されてもよい。また、印刷メディアの用途（写真印刷、文字印刷、ポ
スター印刷等）によって印刷メディアの種類を分類することで定義されてもよい。さらに
、印刷メディアのメーカーによって印刷メディアの種類を分類することで定義されてもよ
い。むろん、これらの組み合わせであってもよい。
【００６９】
　ロス情報取得部は、履歴情報に基づいて、印刷メディア毎の未印刷領域を示すロス情報
を取得することができればよい。すなわち、ロス情報取得部は、少なくとも、印刷メディ
ア毎にロス（未印刷領域の量）の多寡に関する情報をロス情報として取得することができ
ればよい。
【００７０】
　出力制御部は、表示部において、印刷メディア毎にロス情報を含む統計情報を出力させ
ることができればよい。すなわち、出力制御部は、印刷メディアの選定に関与する者が視
認する表示部に対して、印刷メディア毎の統計情報を出力することができればよい。表示
部は、情報処理装置と一体の装置であってもよく、別の装置であってもよい。また、上述
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の実施形態のように、表示部と情報処理装置とは、物理的に離れた位置に設置されてもよ
いし、近接した位置（例えば、同一の部屋内等）に設置されてもよい。
【００７１】
　ロス情報は、利用者が印刷メデイア毎のロスを把握することができればよく、出力態様
は上述の実施形態のような態様に限定されない。例えば、画面上の表示態様は上述の実施
形態の態様に限定されないし、音声等で出力されてもよい。表示部も、典型的なディスプ
レイに限定されず、ＨＭＤ（Head Mounted Display）などの任意の表示部であってよい。
【００７２】
　上述した実施形態では、ロス情報取得部が取得するロス情報は、メディア毎の未印刷領
域を示す情報であったが、本発明の実施形態はこれに限られない。ロス情報取得部は、未
印刷領域のコストに関する情報を算出し、ロス情報として取得してもよい。ここでいう未
印刷領域のコストには、印刷ジョブを実行して印刷成果物を生産する際に生じる未印刷領
域のために費やされる金銭コストもしくは時間コストが含まれ得る。金銭コストには、後
述する未印刷ロスコストや廃棄ロスコストが含まれる。時間コストには、プリンター等の
印刷ジョブの実行に関わる装置の稼働時間が含まれる。このような情報処理装置によれば
、未印刷領域に基づくコストに関する情報を利用者に報知することができる。このため、
利用者は当該コストの程度に応じた方策を検討することができる。
【００７３】
　未印刷領域のコストに関する情報として、ロス情報取得部は、印刷メディアの使用量と
印刷メディアにおける印刷領域の大きさとの差分に対して印刷メディアの単位量あたりの
価格を乗じて得られる未印刷ロスコストを含むコストを算出してもよい。ここでいう印刷
メディアの使用量とは、印刷メディア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値のことである。
履歴情報には、印刷ジョブがエラーすることなく正常に実行された場合の印刷メディア搬
送量と、印刷ジョブがエラーによって正常に実行されずに印刷が停止した場合の印刷メデ
ィア搬送量と、が識別されて含まれている。そして、上述の印刷メディアの使用量の算出
には、印刷ジョブがエラーすることなく正常に実行された場合の印刷メディア搬送量が用
いられる。また、ここでいう差分は、未印刷領域の大きさ（面積）とみなすことができる
。また、印刷メディアの単位量とは、単位面積のことであり、例えば、１平方メートルの
ことである。印刷メディアの単位量あたりの価格は、種々の手法で特定されてよい。例え
ば、印刷メディア名に対して予め単位量あたりの価格が対応づけられて不揮発性メモリー
に記録されていてもよいし、情報処理端末の表示部が備える入力部に対して印刷メディア
の単位量あたりの価格を利用者に入力させて、当該価格を情報処理端末から情報処理装置
の不揮発性メモリーに記録されてもよい。このような情報処理装置において、プロセッサ
ーは、ロス情報取得部の機能により、履歴情報に含まれる印刷メディア設定情報を参照し
、印刷に使用された印刷メディア使用量（印刷ジョブが正常に実行された場合の印刷メデ
ィア搬送量および印刷メディア幅）を示す情報と、当該印刷における印刷領域の大きさを
示す情報と、を印刷メディア毎に取得する。そして、プロセッサーは、印刷ジョブが正常
に実行された場合の印刷メディア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値と印刷領域の大きさ
を示す値との差分、すなわち未印刷領域の大きさを示す面積を算出し、不揮発性メモリー
に記録された印刷メディアの単位量あたりの価格を当該面積に乗じて未印刷ロスコストの
値を取得する。算出された未印刷ロスコストに関する情報は、統計情報に含まれて、情報
処理端末が備える表示部に出力（表示）される。図１１は、表示部に表示された統計情報
に未印刷ロスコストに関する情報が含まれる表示例を示す図である。図１１に示す一覧表
においては、最も左の列に印刷メディア名が示されるとともに、印刷メディア名より右の
列においては、印刷領域、印刷メディア使用量、未印刷領域、単位量価格、未印刷ロスコ
ストが示されている。このような情報処理装置によれば、利用者は未印刷ロスコストの程
度に応じた方策を検討することができる。例えば、２種の印刷メディアのうちいずれかの
使用を検討する際に、利用者は、それぞれの印刷メディアの単位量あたりの未印刷ロスコ
ストを把握することによって、いずれの印刷メディアを選択すべきかの基準とすることが
できる。ロス情報には、未印刷ロスコストの他に、未印刷領域の大きさを示す面積の分だ
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け印刷メディアを搬送するために搬送ローラーを回転させる電力量が金銭コストとして含
まれていてもよい。
【００７４】
　未印刷領域のコストに関する情報として、ロス情報取得部は、エラーによって印刷不可
能であった印刷メディアの使用量に対して印刷メディアの単位量あたりの価格を乗じて得
られる廃棄ロスコストと未印刷ロスコストとの和を含むコストを算出してもよい。エラー
によって印刷不可能であった印刷メディアの使用量は、種々の手法で特定されてよい。例
えば、印刷ジョブがエラーによって正常に実行されずに印刷が停止した場合の印刷メディ
ア搬送量を履歴情報に基づいて特定し、当該搬送量に対して印刷メディア幅を乗じること
によって印刷不可能であった印刷メディアの使用量を特定してもよい。エラーによって印
刷不可能であった印刷メディアの使用量についての情報は、履歴情報に対応づけられる。
このような情報処理装置において、プロセッサーは、ロス情報取得部の機能により、履歴
情報を参照し、エラーによって印刷不可能であった印刷メディアの使用量の面積を示す情
報を印刷メディア毎に取得する。そして、プロセッサーは、不揮発性メモリーに記録され
た印刷メディアの単位量あたりの価格を、エラーによって印刷不可能であった印刷メディ
アの使用量を示す面積に乗じて廃棄ロスコストの値を取得する。このような工程により算
出された廃棄ロスコストおよび前述の工程により算出された未印刷ロスコストに関する情
報は、統計情報に含まれて、情報処理端末が備える表示部に出力（表示）される。図１２
は、表示部に表示された統計情報に廃棄ロスコストおよび未印刷ロスコストに関する情報
が含まれる表示例を示す図である。図１２に示す一覧表においては、最も左の列に印刷メ
ディア名が示されるとともに、印刷メディア名より右の列においては、印刷領域、後述す
る正常使用量、未印刷領域、後述するエラー使用量、単位量価格、未印刷ロスコスト、廃
棄ロスコストが示されている。正常使用量は、印刷ジョブがエラーすることなく正常に実
行された場合の印刷メディア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値である（図１１の印刷メ
ディア使用料に相当）。エラー使用量は、印刷ジョブがエラーによって正常に実行されず
に印刷が停止した場合の印刷メディア搬送量に印刷メディア幅を乗じた値である。このよ
うな情報処理装置によれば、利用者は、廃棄ロスコストの程度および未印刷ロスコストの
程度に応じた方策を検討することができる。例えば、２種の印刷メディアのうちいずれか
の使用を検討する際に、利用者は、それぞれの印刷メディアの単位量あたりの廃棄ロスコ
ストおよび未印刷ロスコストを把握することによって、いずれの印刷メディアを選択すべ
きかの基準とすることができる。
【００７５】
　また、未印刷領域のコストに関する情報には、時間コストに関する情報として、プリン
ター等の印刷ジョブの実行に関わる装置の稼働時間が含まれてもよい。装置の稼働時間は
、印刷メディア名に対して予め単位量あたりの稼働時間が対応づけられて不揮発性メモリ
ーに記録されていてもよいし、情報処理端末の表示部が備える入力部に対して印刷メディ
アの単位量あたりの稼働時間を利用者に入力させて、当該稼働時間を情報処理端末から情
報処理装置の不揮発性メモリーに記録されてもよい。情報処理装置のプロセッサーは、未
印刷領域の大きさを示す面積もしくはエラーによって印刷不可能であった印刷メディアの
使用量を示す面積に対して、不揮発性メモリーに記録された印刷メディアの単位量あたり
の稼働時間を乗じて、未印刷領域のために費やされる時間コストの値を取得する。このよ
うな工程により算出された時間コストに関する情報は、統計情報に含まれて、情報処理端
末が備える表示部に出力（表示）されてもよい。
【００７６】
　エラーは、印刷メディア毎のエラーの統計が印刷メディアの選定に寄与するように定義
されていればよい。例えば、印刷が実行されたものの画質等が印刷成果物としての一定の
基準を満たさなかったため、印刷メディアが無駄になるような印刷の失敗（印刷結果が印
刷成果物とならない状態）を、印刷メディア毎のエラーの履歴として履歴情報に含まれて
もよい。このとき、履歴情報には、印刷成果物としての一定の基準を満たさなかった場合
の印刷メディア搬送量が含まれているとする。このような印刷の失敗の発生は、ノズルか
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るか、もしくは、基準が満たされていなかったことを確認した利用者からの入力によって
特定されてもよい。このようなエラーが履歴情報に含まれる場合、ロス情報取得部は、エ
ラーによって基準を満たさなかった印刷メディアの使用量に対して印刷メディアの単位量
あたりの価格を乗じて得られる廃棄ロスコストと未印刷ロスコストとの和を含むコストを
算出してもよい。また、印刷メディアが無駄にはならかったが印刷が中断され、再印刷が
必要であった事象はエラーとされてもよいし、エラーとされなくてもよい。また、エラー
の有無は、既定の単位毎に計測されればよい。例えば、印刷ジョブ毎にエラーの有無が定
義されてもよいし、一定長の印刷メディアに対する印刷毎にエラーの有無が定義されても
よい。
【００７７】
　さらに、ロス情報取得部が取得するロス情報には、印刷メディアの使用量と印刷メディ
アにおける印刷領域の大きさとの差分を印刷メディアの使用量で除して得られるロス発生
率を含んでいてもよい。ここでいう印刷メディアの使用量とは、印刷メディア搬送量に印
刷メディア幅を乗じた値のことである。ここでいう差分は、未印刷領域の大きさ（面積）
とみなすことができる。ロス発生率を含むロス情報は統計情報に含まれて、情報処理端末
が備える表示部に出力（表示）される。このような情報処理装置によれば、利用者はロス
発生率の程度に応じた方策を検討することができる。
【００７８】
　さらに、統計情報は、印刷業務における各種の要素の改善提案に利用されても良い。例
 えば、プロセッサー１０ａが、出力制御部１０ａ３の機能により、未印刷ロスコストお
よび廃棄ロスコストの少なくともいずれかが低くなる印刷メディアへの変更提案を表示部
２０ｄに表示させてもよい。このために、プロセッサー１０ａは、出力制御部１０ａ３の
機能により、統計情報ＳＩに基づいて、ロス情報ＬＩを印刷メディア名毎に比較し、変更
すべき印刷メディアを特定する。例えば、ロール紙同士を比較して、ロール紙の幅の広さ
により未印刷ロスコストが生じる可能性が変わる場合、また印刷メディアとプリンター３
０の特性によってはジャムが発生しやすく廃棄ロスコストが生じる可能性が変わる場合な
どを特定して、印刷ロスコストおよび廃棄ロスコストの少なくともいずれかがより低くな
ると推測される印刷メディアを表示部２０ｄに表示させる。
【００７９】
　さらに、本発明は、コンピューターが実行するプログラムや方法としても適用可能であ
る。また、以上のようなシステム、プログラム、方法は、単独の装置として実現される場
合もあれば、複数の装置が備える部品を利用して実現される場合もあり、各種の態様を含
むものである。また、一部がソフトウェアであり一部がハードウェアであったりするなど
、適宜、変更可能である。さらに、システムを制御するプログラムの記録媒体としても発
明は成立する。むろん、そのプログラムの記録媒体は、磁気記録媒体であってもよいし半
導体メモリーであってもよいし、今後開発されるいかなる記録媒体においても全く同様に
考えることができる。
【符号の説明】
【００８０】
　１…情報収集システム、１０…情報処理装置、１０ａ…プロセッサー、１０ａ１…履歴
情報取得部、１０ａ２…ロス情報取得部、１０ａ３…出力制御部、１０ｂ…通信部、１０
ｃ…不揮発性メモリー、２０…情報処理端末、２０ａ…プロセッサー、２０ａ１…制御部
、２０ｂ…通信部、２０ｃ…不揮発性メモリー、２０ｄ…表示部、３０…プリンター、３
０ａ…プロセッサー、３０ｂ…通信部、３０ｃ…不揮発性メモリー、３０ｄ…印刷部、３
０ｄ１…センサー、３０ｅ…ＵＩ部、４０…仲介装置、４０ａ…プロセッサー、４０ｂ…
通信部、４０ｃ…不揮発性メモリー、ＨＩ…履歴情報、ＬＩ…ロス情報、ＮＴ…インター
ネット、ＳＩ…統計情報
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